
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
今
日
は
、
旧
暦
の
十
二
月
二

十
一
日
、
今
年
は
、
旧
暦
の
元
日
よ
り
も
先
に
立
春
を

迎
え
る
と
い
う
、「
年
内
立
春
」
で
す
。 

ち
な
み
に
、

旧
暦
の
元
日
以
降
に
立
春
が
訪
れ
る
場
合
を
「
新
年
立

春
」
と
呼
び
ま
す
。 

明
治
五
年
十
二
月
三
日
に
、
現

在
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
、
太
陽
暦
に
改
暦
さ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
以
前
の
旧
暦
で
も
、
元
日
と
立
春
の
日
付
が
、

最
大
で
、
半
月
ほ
ど
ず
れ
て
い
ま
し
た
。 

従
っ
て
、

旧
暦
で
も
「
年
内
立
春
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

古
今
和

歌
集
の
冒
頭
を
飾
る
和
歌
で
、「
年
内
立
春
」
と
言
え

ば
必
ず
引
用
さ
れ
る
と
い
う
有
名
な
和
歌
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
存
知
で
す
か
。 

平
安
時
代
の
歌
人
で
、
在

原
業
平
（
あ
り
は
ら
の
な
り
ひ
ら
）
の
お
孫
さ
ん
で
、

在
原
元
方
（
あ
り
は
ら
の
も
と
か
た
）
が
詠
ん
だ
の
が
、 

「
年
の
内
に 

春
は
来
に
け
り 

ひ
と
と
せ
を 

 
 
 
 
 

こ
ぞ
や
と
言
は
む 

今
年
と
や
言
は
む
」 

と
い
う
も
の
で
す
。 

現
代
文
に
直
し
ま
す
と
、 

「
年
が
変
わ
ら
な
い
う
ち
に
立
春
が
き
て
し
ま
っ
た

こ
の
年
を
、
去
年
と
い
う
べ
き
か
、
今
年
と
言
う
べ
き

か
」
と
な
り
、「
年
内
立
春
」
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
印

象
を
受
け
る
和
歌
で
す
。 

悠
久
（
ゆ
う
き
ゅ
う
）
の

長
い
時
間
を
越
え
て
、
古
今
（
こ
こ
ん
）、
あ
い
も
変

わ
ら
ず 

    

ず
、
珍
し
く
と
ま
ど
い
が
ち
な
暦
と
い
う
わ
け
で
あ
り

ま
す
。 

立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
残
寒
厳
し
く
、

寒
さ
一
入
（
ひ
と
し
お
）
身
に
し
み
る
昨
今
で
す
。 

 

日
本
の
最
低
気
温
を
観
測
し
た
の
は
、
い
つ
ど
こ
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
は
、
明
治
三
十
五
年
一
月
二

十
五
日
の
事
で
、
場
所
は
北
海
道
の
旭
川
市
、
気
温
は

氷
点
下
四
十
一
度
で
し
た
。 

青
森
県
の
八
甲
田
山
で
、

陸
軍
の
雪
中
行
軍
（
せ
っ
ち
ゅ
う
こ
う
ぐ
ん
）
が
行
わ

れ
、
二
百
十
名
の
参
加
者
の
内
の
百
九
十
九
名
が
遭
難

そ
う
な
ん
）
し
、
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
の
も
、
こ
の

日
で
あ
り
ま
す
。 

一
年
で
一
番
寒
い
時
期
は
、
や
は

り
、
今
な
の
で
す
。 

昨
年
か
ら
、
と
う
と
う
寒
さ
に

耐
え
切
れ
ず
、
長
袖
の
肌
着
を
身
に
ま
と
い
、
襦
袢
（
じ

ゅ
ば
ん
）
と
白
衣
を
重
ね
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

過
日
、
私
の
大
学
の
一
学
年
先
輩
の
神
職
さ
ん
と
、
防

寒
の
談
義
（
だ
ん
ぎ
）
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。 

先
輩

は
、
白
衣
の
下
か
ら
、
下
着
が
見
え
る
の
は
、
神
様
に

対
す
る
敬
礼
作
法
と
し
て
、
御
奉
仕
の
心
得
と
し
て
も

い
か
が
な
も
の
か
と
、
い
ま
だ
に
半
袖
着
用
で
あ
る
む

ね
を
承
り
ま
し
た
。 

流
石
（
さ
す
が
）
先
輩
、
仰
せ

ご
も
っ
と
も
と
思
い
、
先
輩
を
見
習
い
、
長
袖
を
肘
（
ひ

じ
）
ま
で
ま
く
っ
て
、
見
え
な
い
よ
う
、
不
敬
に
な
ら

ぬ
よ
う
工
夫
を
施
（
ほ
ど
こ
）
し
、
御
奉
仕
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。 

お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
百

三
十
一
号
の
発
行
で
す
。 

前
号
百
三
十
号
は
、
百
二

十
九
号
よ
り
十
日
後
の
発
行
と
い
う
ま
れ
に
見
る
イ

ン
タ
ー
バ
ル
の
短
い
、
快
挙
、
宮
司
エ
キ
ス
プ
レ
ス
、

超
特
急
の
発
行
、
着
実
に
遅
れ
の
挽
回
も
可
能
か
と
思

い
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
一
月
に
二
回
の
発
行

は
至
難
の
業
、
月
一
回
発
行
の
軌
道
の
修
正
の
道
の
り

は
、
高
く
険
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

明
治
天
皇
様

は
、
御
製
に
、 

「
お
ほ
ぞ
ら
に 

そ
び
え
て
み
ゆ
る 

た
か
ね
に
も 

 
 
 
 
 
 
 

登
れ
ば
の
ぼ
る 

道
は
あ
り
け
り
」 

 
 
 
 
 
 

と
詠
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

気
を
取
り
直
し
て
「
た
か
ね
」
を
目
指
そ
う
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

◇
さ
て
、
今
年
は
、
明
治
維
新
百
五
十
年
の
節
目
の
年

と
と
も
に
、
今
上
陛
下
御
即
位
三
十
年
の
佳
節
（
か
せ

つ
）
で
も
あ
り
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
既
刊
号
に
も
掲

載
し
ま
し
た
が
、
日
本
に
は
、「
パ
ク
ス 

ヤ
ポ
ニ
カ
」、

ラ
テ
ン
語
で
、「
穏
や
か
な
平
定
さ
れ
た
日
本
」
と
い

う
意
味
で
す
が
、
有
史
以
来
、
そ
の
よ
う
な
時
代
が
二

回
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
平
安
時

代
か
ら
、
後
白
河
天
皇
と
崇
徳
上
皇
の
戦
（
い
く
さ
）、

保
元
の
乱
ま
で
の
三
百
五
十
年
間
と
江
戸
時
代
の
二

百
五
十
年
間
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
二
回
目

の
「
パ
ク
ス 

ヤ
ポ
ニ
カ
」
よ
り
、
新
た
な
時
代
の
幕

明
け
を
し
た
の
が
、
明
治
維
新
で
あ
り
ま
す
。 

日
本
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は
、
こ
れ
ま
で
、
五
回
、
奇
跡
を
起
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

一
回
目
が
、
フ
ビ
ラ
イ
ハ
ー
ン
率
い
る
元

の
国
が
日
本
に
攻
め
込
ん
で
き
た
、
し
か
も
二
度
に
わ

た
っ
た
、
元
寇
、
そ
し
て
二
回
目
が
明
治
維
新
で
す
。 

東
ア
ジ
ア
の
小
さ
な
島
国
が
、
欧
米
列
強
に
、
肩
を
並

べ
よ
う
と
、
富
国
強
兵
で
も
っ
て
、
作
家
の
司
馬
遼
太

郎
さ
ん
の
仰
っ
た
、「
坂
の
上
の
雲
」
を
目
指
し
た
の

で
す
。 

そ
し
て
、
三
回
目
の
奇
跡
が
、
日
清
戦
争
に

勝
利
し
た
こ
と
で
す
。 

そ
し
て
、
大
国
ロ
シ
ア
と
の

戦
争
、
ロ
シ
ア
の
北
海
道
上
陸
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た

の
が
、
前
述
の
雪
中
行
軍
で
あ
り
ま
し
た
。 
四
回
目

の
奇
跡
が
、
日
露
戦
争
の
勝
利
で
す
。 

さ
ら
に
は
、

大
東
亜
の
戦
争
に
敗
北
、
壊
さ
れ
失
わ
れ
た
建
物
や
鉄

道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
、
「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ

プ
」
を
成
し
遂
げ
た
の
が
戦
後
の
復
興
、
五
回
目
の
奇

跡
を
起
し
た
の
で
す
。 

平
成
を
迎
え
、
よ
う
や
く
、

ま
さ
に
、
坂
の
上
の
雲
に
至
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、

経
済
は
バ
ブ
ル
到
達
と
と
も
に
、
崩
壊
、
失
わ
れ
た
二

十
年
、
下
り
坂
と
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
、
六

回
目
の
奇
跡
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

道
の
り
は
、
険
し
く
も
辛
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

将
来
、
中
国
が
、
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第

一
位
に
な
る
そ
う
で
、
そ
う
な
っ
た
時
に
国
際
社
会
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
で
し
ょ
う
か
。 

さ
ら
に
、
日

本
は
、
イ
ン
ド
か
ら
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
、
抜
か
れ
て
し
ま
い
、

ア
ジ
ア
で
第
三
位
と
な
る
そ
う
で
す
。 

六
回
目
の
奇

跡
は
、
「
さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
て
高
原
を
ゆ
っ
く
り

と
歩
く
」、
優
位
性
を
保
ち
な
が
ら
歩
ん
で
ゆ
く
、「
成

熟
戦
略
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

「「
な
い
も

の
ね
だ
り
」
の
「
成
長
戦
略
」
で
は
な
く
、
物
心
共
に

豊
か
な
「
あ
る
も
の
さ
が
し
」
の
「
成
熟
戦
略
」
に
ソ

フ
ト
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

維
新
は
革
命
で
は
な
く
、「
伝
承
」
と
「
伝
統
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
戻
し
た
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。 

変
え
て
は
な
ら
な

い
も
の
を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
伝
え
る
の
が
、「
伝
承
」、

そ
し
て
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
の
が
、
「
伝
統
」

な
の
で
す
。 

神
武
創
業
に
立
ち
返
る
こ
と
を
理
想
と

し
た
政
策
、
ま
さ
に
、「
伝
承
」、
欧
米
列
強
と
の
国
際

競
争
に
勇
敢
果
敢
に
挑
戦
し
、
新
し
い
日
本
の
姿
を
構

築
し
た
、
そ
れ
こ
そ
が
、「
伝
統
」
で
す
。 

そ
の
明

治
時
代
に
う
ち
た
て
ら
れ
た
「
伝
承
」
と
「
伝
統
」
の

見
事
な
バ
ラ
ン
ス
、
そ
の
「
精
神
、
こ
こ
ろ
」
を
取
り

戻
す
、
日
本
人
の
心
の
「
キ
ャ
ッ
チ 

ア
ッ
プ
」
に
、

奇
跡
を
起
す
原
動
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 

今
上
陛
下
と
共
有
で
き
る
時

間
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
御
在
位
三
十
年
を
奉
祝
し
、

来
る
十
一
日
の
紀
元
二
千
六
百
七
十
八
年
の
記
念
の

日
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 
ご
自
愛
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
歳
旦
祭 

＊
一
月
一
日 

 
□

本
宮
、
田
の
首
八
幡
宮
、
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

 

貴
布
禰
神
社 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

▼
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
小
野
投
手
必
勝
祈
願
祭 

 

＊
一
月
三
日 

▼
市
中
央
倫
理
法
人
会
参
拝 

＊
一
月
六
日 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
参
拝 

＊
一
月
三
日
～
六
日 

▼
下
関
市
倫
理
法
人
会
参
拝 

＊
一
月
十
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
初
籠
り 

＊
一
月
十
一
日 

▼
月
次
祭 

＊
一
月
十
五
日 

 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
四
日 

 

▼
養
殖
わ
か
め
火
入
式 

＊
一
月
二
十
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日 

 
 

▼
田
の
首
八
幡
宮
防
災
訓
練 

＊
一
月
二
十
七
日 

 

▼
愛
知
県
神
社
庁
西
尾
幡
豆
支
部
正
式
参
拝 

 
 

＊
一
月
三
十
日 

◇
一
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
早
起
会
新
年
会 

＊
一
月
七
日 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮
新
年
会 

＊
一
月
十
三
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
新
年
会 

＊
一
月
十
四
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
＊
一
月
二
十
三
日 

 
 

◆
下
関
支
部
新
年
総
会 

＊
一
月
二
十
五
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
下
関
金
物
船
具
商
業
会
講
演 

＊
一
月
十
九
日 

 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◇
集
合
教
誨(

女
子)  

＊
一
月
二
十
二
日 

 
 

◇
集
合
教
誨(

男
子)  

＊
一
月
二
十
九
日 


